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研究成果の概要（和文）：本研究では、「心の能動性と受容性」という対概念を軸に、カント、ランベルト、テ
ーテンスの相互影響関係について調査を行った。彼らの関係に着目することによって、次の成果を得た。第一
に、カントが心の基礎的な構造を解明するにあたって、当時の経験的心理学の成果を最大限活用していたという
こと、第二に、カントの超越論哲学の構想が、ランベルト、テーテンス、ドイツ・アリストテレス主義から大き
な影響を受けているということ、この二点を明らかにすることができた。この研究成果は18世紀ドイツ哲学史像
の再検討を促すものである。

研究成果の概要（英文）：In this research project I examined the connection between Kant, Tetens and 
Lambert by considering the concepts “the activity and receptivity of mind”. By focusing the 
connection, I obtained the following results. First, I showed that Kant investigated the basic 
structure of mind by making full use of the results of empirical research in psychology. Secondly, I
 clarified that Kant’s idea of transcendental philosophy was much influenced by Lambert, Tetens and
 German aristotelianism. This research results lead us to reconsider our view of 18th century German
 philosophy.

研究分野：西洋哲学史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
20世紀以降「理性」を基礎とする価値体系の妥当性を再検討することが哲学の重要な課題となっている。「理
性」の可能性を見定めようとする場合、いわゆる「理性の世紀」の議論、特にカントの批判哲学成立までの18世
紀ドイツ認識論の展開を見直すことが有効である。しかし見直しを行うとしても、観点が従来のままでは「理
性」の新たな可能性を探ることはできないだろう。本研究は、18世紀ドイツ認識論の展開を捉えなおすが、これ
は認識論史の再構築、ひいては「理性」概念の新たな可能性を探るための基礎を提供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）18世紀後半ドイツ哲学（認識論）の研究状況 

現在の哲学史研究において、ヴォルフの死（1754）から『純粋理性批判』第一版刊行（1781）

までのドイツの認識論の展開を「ヴォルフ主義的経験主義」VS「1770年以降のカント」という

図式で理解する手法が主流である。さらにこの図式は「経験的」VS「ア・プリオリ」という形で

一般化される場合もある。これらの図式は、カントの認識論における「ア・プリオリ」の卓越性

を際立たせるものではあるが、経験主義から批判期のカントへの影響関係を隠蔽するという弊

害を併せ持っている。近年、上述の枠組みの妥当性を問いなおす研究が現れているが、カントと

経験主義との関係を整合的に説明する哲学史の枠組みを提示するには至っていない。 

 

（２）研究代表者のこれまでの研究 

研究代表者は、2012 年採択の科学研究費補助金・若手研究（B）「テーテンスの主要著作の読

解を基礎としたカントと経験主義との関係の再検討」において、カントとテーテンスの関係につ

いて検証を行った。この検証作業のなかで、申請者は、①テーテンスは「観察」という方法に依

拠しつつ、経験の成立条件となる認識の形式の析出を目指している点で、ヴォルフの立場とは区

別されること、②1770 年以降のカントはテーテンスから多くのアイデアを仕入れ、独自の仕方

で展開したこと、を明らかにした。この研究成果は、1754～1781 年のドイツの認識論を「ヴォ

ルフ主義的経験主義の支配」VS「1770年以降のカント」という単一の対立軸のもとで理解する

ことは妥当ではない、ということを間接的に示している。  

加えて申請者は、テーテンスの主著『人間本性とその展開についての哲学的探究』（1775：以

下『試論』）のうちに、従来のものに代わる枠組みを構築する手がかりを見出した。ここでは「経

験的」VS「純粋」、あるいは経験 VS理性という対立構図ではなく、「心の能動性と受容性」（『試

論』第１巻 S.621）という論点を軸に、当時の論争状況が整理されている。すなわち、この論点

をめぐって、（A）知性の働きをすべて感覚作用（受容性）に還元しようとする立場（コンディヤ

ックを源とする「感覚論」。ロッシウスなど）、（B）表象能力（能動性）を軸として感覚を「混濁

した表象」として処理する立場（ヴォルフ学派の表象能力一元論）、（C）認識を形式（知性の働

き）と質料（感覚内容）という枠組みで理解する中道的立場（ランベルト、テーテンス、トマス・

リード、1770 年以降のカント）という三つ巴の争いがある、という整理がなされている。この

整理は、1770 年以降のカントが、特にランベルトとテーテンスを、自身と同じ方向性を有する

哲学者とみなしていたという事実とも整合的である。ここから研究代表者は、テーテンスの『試

論』を立脚点として、「心の能動性と受容性」を軸に 1754-1781 年のドイツの認識論の状況を読

み解く、という研究計画にたどり着いた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「心（Seele）の能動性と受容性」という論点を軸に、1754年から 1781年ま

でのドイツにおける認識論の状況を整理し、カントと経験主義との関係を整合的に説明するこ

とにある。従来、その状況は「経験的（ヴォルフ主義的経験主義の支配的潮流）」VS「ア・プリ

オリ（1770年以降のカント哲学）」という対立軸の下で説明されてきた。だがこの図式では、批

判期のカントがテーテンスの経験的心理学の強い影響下にあるという事実をうまく説明できな

い。本研究は、テーテンスが用いる「心の能動性と受容性」という対概念を軸として当時の論争

状況を読み解き、カント哲学があるタイプの経験主義と親和性があるとともに、いわゆる経験主

義的な立場とは区別されるということを、整合的に説明することを目指す。 



 
３．研究の方法 
 
（１） 研究の範囲と観点 
 本研究では、テーテンスが『試論』において活用している「心の能動性と受容性」という概念

を軸に、1754-1781年のドイツ哲学の状況を整理する。具体的にはこの枠組みに即して、（A）感

覚論（ロッシウスなど）、（B）表象能力一元論（ヴォルフおよびヴォルフ学派）、（C）形式と質

料の二元論（ランベルト、テーテンス、カント）、という三つの立場の内実及び相互の関係を明

らかにする。まず（A）（B）（C）の立場を整理し、これを踏まえて三つの立場の関係について総

括を行う。 

  
（２） 研究の進め方 
まず、2014年に刊行された、テーテンスの『試論』のコメンタリー版に依拠して、（A）感覚

論、（B）表象能力一元論、（C）形式と質料の二元論の三区分を研究の準拠枠として整備する。

またこの作業を通じて洗い出された必要な文献をドイツで収集する。 

次に、上記の準拠枠に沿って、対象となる哲学者の著作を読解する。具体的には（A）感覚論

においては、ロッシウス『真なるものの物理的原因』、（B）表象能力一元論においては、ヴォ

ルフの『存在論』および『経験的心理学』、（C）形式と質料の二元論においては、カントの前

批判期の著作群および『純粋理性批判』、テーテンス『試論』、ランベルト『新機関』、『建築

術構想』の読解が中心となる。 

最後に、これまでの研究を踏まえて、三つの立場の関係について総括を行い、1754 年～1781

年までのドイツ哲学（特に認識論）の展開を再検討する。 
 
４．研究成果 
 
（１）ヴォルフ主義と次世代の哲学者たちとの関係について 
本研究の成果として、〈この時代のドイツ哲学の構図は「経験的（ヴォルフ主義的経験主義）」

VS「ア・プリオリ（1770年以降のカント）」という対立軸で捉えきれない〉という当初の見通し

が裏付けられたことがあげられる。 

1760年代のドイツ哲学の状況を精査すると、この時期から、1781年の『純粋理性批判』刊行

時まで、カント、テーテンス、ランベルトの三者が、対ヴォルフ共同戦線を形成していたことが

浮かび上がってくる。三者の関係は、往復書簡や以降の読解を通じて裏付けられる。 

ヴォルフと上記の三者の対立のポイントは「存在者（ens/Ding)」という哲学の基礎概念の捉え

方の違いにあり、これを軸としてヴォルフ学派と次世代の哲学者（ランベルト、テーテンス、カ

ント）が区別される。加えて注目すべきは、三者が、経験的所与を秩序付ける条件としての思考

能力の働きを、「存在者」の概念の成立条件として捉える、という点である。これは、ヴォルフ

学派において、「存在者」の在り方が概念のみを通じて把握されると考えられていること、概念

のレベルでの保証が、実在のレベルでの保証に直通することと対照的である。要するに、ヴォル

フ学派とカント（を含むヴォルフの批判者たち）との関係は、存在者を概念のみでとらえるか、

認識の条件と経験的所与の協働によって成立するものととらえるか、という対立軸によって理

解されうる。さらにこの対立を「心の能動性と受容性」という、より大きな視点から捉えなおす

と、心の能動性のみ VS 心の能動性＋受容性、という仕方で整理することができるわけである。 

この研究の成果は「ヴォルフの形而上学とその批判者たち」（『新・カント読本』所収）におい

て発表された。 

 



（２）カントの超越論哲学の諸前提について 

  「超越論的哲学」は、認識の可能性の条件を問うカント哲学の別名と理解される場合もある

が、カント自身は必ずしもそのように考えていない。そもそもこの概念は、ドイツアリストテレ

ス主義に由来するもので、カント哲学固有の概念ではない。本研究は、18 世紀ドイツ哲学の状

況を詳らかにすることを通じて、カントがこの概念を使うことによって、伝統的な形而上学の系

譜を意識的に引き継ごうとしていたこと、そして複数の哲学者たちによる共同作業の、いわばプ

ラットフォームの形成を狙っていたことが明らかにした。この成果は「『純粋理性批判』第一版

における「超越論的哲学」の構想」（中野裕考ほか編『現代カント研究 14 哲学の体系性』所収）

として公にされた。さらに、この研究から、『純粋理性批判』第一版と第二版とで、カントの形

而上学構想に変更があること、第一版の形而上学構想では、理論哲学と実践哲学が直接的に連結

されることはなく、理論哲学の内部で哲学者間の共同作業が見込まれている、という解釈の方向

性を得た。この解釈は、第 13回国際カント学会において、「カントの無の表と 1781年の超越論

的哲学構想」として口頭で発表された。 

 

（３）カントと経験的心理学 

カントの同時代の哲学者、特にテーテンスとカントの影響に着目することによって、カントの

認識論の核心部である『純粋理性批判』「超越論的演繹論」が、当時の心理学における経験的研

究の成果を自らの考察に取り込み、そこで論じられている心の働きの可能性の条件を、「心の三

能力の超越論的使用」として明らかにする、という狙いを持っていること示した。カントと経験

主義との関係は、単純な対立としても、単純な継承としても捉えられない。経験主義的な研究の

成果を踏まえつつ、その基礎的構造をア・プリオリなレベルで示す、という階層の違いを考慮に

入れることによって、カントと経験主義との関係を整合的に理解できるようになった。これにか

んする研究成果は「テーテンス『人間本性とその展開についての哲学的試論』の読解に基づく『純

粋理性批判』「演繹論」の一解釈」（『日本カント研究』No.19,所収）として公になっている。 
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